
ナ
シ
族
の
祠
話
に
現
れ
る
肺
々
、
精
露
の
役
割

村
　
井
　
信
　
幸

序

　
周
知
の
如
く
、
西
南
中
國
に
は
敷
多
く
の
少
敷
民
族
が
居
住
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
祠
話
、
世
界
観
を
連
綿
と
保
持
し
績
け
て
き

た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
少
敷
民
族
の
中
で
、
ナ
シ
（
納
西
）
族
の
神
話
を
考
察
し
、
そ
の
濁
自
の
世
界
観
を
明
確
に
し
た
い
。

　
ナ

シ

族
の
＋
工
要
居
住
地
域
は
、
中
國
雲
南
省
玉
龍
（
麗
江
）
納
西
族
自
治
縣
、
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
（
香
格
里
拉
、
中
旬
）
縣
、
寧
演
舞
族
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
縣
、
維
西
傑
傑
族
自
治
縣
及
び
四
川
省
境
域
一
帯
で
あ
り
、
人
口
線
敷
は
約
三
十
萬
人
で
あ
る
。

　
ナ

シ

族

は
漢
籍
史
料
に
は
「
磨
些
」
「
磨
些
」
等
の
名
稻
で
現
ら
れ
、
欧
米
、
中
國
の
研
究
者
の
聞
で
は
、
近
年
で
も
磨
g
l
l
モ
ソ
　
（
M
o
－

s
o）

等
の
名
稻
が
使
用
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
言
語
は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
（
中
緬
語
族
）
中
の
鼻
語
系
・
舞
語
支
に
属

す
る
。

　
ナ

シ

族

は
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
・
佛
教
・
道
教
等
も
信
仰
し
て
い
る
が
、
敷
多
く
の
ナ
シ
族
は
、
古
來
の
宗
教
で
あ
る
東
巴
教
を
信
仰
し
て
い

る
。
こ
の
名
稻
は
巫
師
「
東
巴
」
の
名
に
由
來
す
る
。
ナ
シ
族
は
固
有
の
ナ
シ
文
字
（
象
形
文
字
、
音
標
文
字
）
を
持
ち
、
巫
師
東
巴
は
こ

れ

ら
の
文
字
で
記
さ
れ
た
「
東
巴
経
」
を
儀
禮
を
行
う
際
に
吟
請
す
る
。
東
巴
経
の
内
容
は
主
に
祠
話
で
あ
る
。
（
以
下
r
東
巴
祠
話
」
と

（65）



記
す
。
）

　

ナ
シ
族
の
神
話
中
に
は
、
敷
多
く
の
肺
々
、
精
璽
、
鬼
璽
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
は
祠
話
中
で
は
異
な
っ
た
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ

密
接
な
關
係
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
祠
々
、
精
璽
の
固
有
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
ら
の
密
接
な
關
係
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ナ
シ
族
の
壮
大
な
世
界
観
、
R
界
を
明
確
に
し
た
い
。
筆
者
は
か
つ
て
ナ
シ
族
の
固
有
の
世
界
観
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ナ
シ
族
の
「
祠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
い
。
な
お
鬼
露
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
細

に

考
察
す
る
所
存
で
あ
る
。

東

巴
祠
話
中
に
現
れ
る
祠
々
・
精
璽
の
役
割

　
ナ

シ

族
の
神
話
に
現
れ
る
＃
々
、
精
雷
巫
に
つ
い
て
ま
ず
考
察
す
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
族
の
東
巴
が
吟
諦
す
る
「
東
巴
紳
話
」
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の

中
で
、
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
「
人
類
遷
徒
記
」
に
現
れ
る
も
の
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
本
文
中
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
、

J
．
F
．
R
o
c
k
氏
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
祠
話
の
最
初
の
部
分
に
現
れ
る
祠
か
ら
論
述
し
た
い
。

　
1
根
源
的
な
三
耐

　
ナ
シ
族
の
東
巴
紳
話
に
お
い
て
、
最
も
根
源
的
な
三
姉
は
英
古
阿
格
（
0
－
g
k
o
　
a
w
－
㏄
k
o
）
、
薩
I
A
〈
威
V
S
I
O
　
（
S
s
a
w
－
y
i
　
w
U
a
－
d
e
）
白
骨
大
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ザ

（頃
苧
△
匹
己
○
－
臥
α
吟
）
の
三
祠
で
あ
る
。
こ
の
1
1
1
P
は
、
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
出
現
す
る
。
東
巴
経
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
出
現
の
順
序
も
異

な
る
が
、
あ
る
経
典
で
は
、
光
り
輝
く
も
の
が
現
わ
れ
て
、
こ
の
も
の
か
ら
呪
術
に
よ
っ
て
、
光
り
輝
く
空
（
天
？
）
が
出
現
し
、
こ
の
も

の

か

ら
呪
術
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
聲
を
持
つ
も
の
が
出
現
し
た
。
こ
の
も
の
か
ら
呪
術
に
よ
っ
て
英
古
阿
格
が
出
現
し
た
。
こ
の
神
は
明

ら
か
に
萬
物
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
根
源
神
で
あ
る
。
英
古
阿
格
は
呪
術
を
行
っ
て
、
薩
英
威
徳
が
出
現
し
た
。
こ
の
1
1
祠
か
ら
白
骨
大
祠



が
出
現
し
た
。

英
威
徳
か
ら
、

た
い
。

こ
の
三
祠
は
、
い
つ
も
共
に
祠
話
の
最
初
の
部
分
に
登
場
し
、
そ
こ
か
ら
敷
多
く
の
祠
々
、
精
露
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
薩

人
類

（
ナ
シ
族
）
の
父
と
種
さ
れ
る
美
利
董
主
（
ζ
＝
ぎ
－
巨
▲
含
－
a
N
一
）
が
出
現
す
る
。
次
に
美
利
董
主
に
つ
い
て
紹
介
し

　

2
美
利
董
主

　

こ
の
棘
の
出
現
に
至
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
東
巴
経
の
記
述
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
薩
英
威
徳
か
ら
出
現
し
た
こ
と
は
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

　
美
利
董
主
は
呪
術
を
使
っ
て
、
白
い
天
、
地
、
太
陽
、
月
、
惑
星
、
山
、
谷
、
湖
が
出
現
し
た
。
彼
は
湖
岸
に
來
て
休
息
し
た
。
彼
は
湖

中
に
自
分
の
顔
を
見
た
。
彼
の
涙
、
唾
液
が
湖
水
に
落
ち
て
、
そ
し
て
銀
、
金
、
高
貴
な
も
の
が
湖
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
三
晩
の
後
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

R

光

り
輝
く
水
女
が
出
現
し
た
。
彼
は
水
女
を
茨
爪
金
栂
（
T
s
、
u
－
c
h
u
w
u
．
a
－
g
y
i
－
m
u
n
）
と
名
づ
け
た
。
夕
方
二
人
は
共
に
歩
き
、
日
中
に
結
婚
　
㏄

し
た
。
彼
ら
の
九
人
の
息
子
は
九
つ
の
家
に
住
み
、
九
人
の
娘
は
九
つ
の
地
に
廣
が
っ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
結
婚
し
て
、
九
つ
の
異
な
っ
た

場
所
に
移
動
し
て
い
っ
た
。

　
ナ
シ
族
の
祠
々
．
精
璽
に
は
、
そ
の
悪
の
封
象
物
で
あ
る
鬼
露
が
存
在
す
る
。
美
利
董
主
の
悪
の
封
象
物
は
u
t
K
l
l
：
術
主
　
（
M
u
a
n
－
1
1
u
－
s
s
u
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
じ

n

d
z
l
）
で
あ
る
。
両
者
の
封
立
、
抗
箏
か
ら
東
巴
神
話
に
お
い
て
、
壮
大
な
物
語
が
展
開
す
る
。
ま
た
こ
の
種
族
に
は
東
巴
以
外
に
「
桑
尼
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

と
い
う
巫
師
が
存
在
す
る
。

　
美
利
童
主
の
支
配
領
域
は
、
白
で
表
現
さ
れ
肺
界
で
あ
り
、
美
利
術
主
の
支
配
領
域
は
黒
で
表
現
さ
れ
、
暗
黒
、
邪
悪
の
世
界
で
あ
る
。

両
者
の
事
い
の
登
端
と
な
っ
た
の
は
、
美
利
董
主
が
育
て
て
い
た
肺
樹
の
苗
木
を
美
利
術
主
が
切
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
美
利
董
主

は
そ
の
後
苗
木
を
育
て
る
が
、
美
利
術
主
は
さ
ら
に
切
っ
て
し
ま
う
。
美
利
董
主
は
儀
禮
を
行
っ
て
苗
木
を
回
復
さ
せ
る
。
両
者
の
抗
争
は
、



太

陽
、
月
の
奪
い
合
い
に
登
展
す
る
。
そ
の
結
果
、
美
利
董
主
が
勝
利
を
お
さ
め
、
太
陽
、
月
の
位
置
が
安
定
す
る
。
太
陽
、
月
の
位
置
の

安
定
に

よ
っ
て
、
生
産
が
登
展
し
、
秩
序
が
成
立
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
美
利
術
主
の
息
子
「
安
生
米
委
」
（
°
力
s
u
－
z
o
－
m
i
－
s
s
i
－
n
g
o
－
w
u
）
は
、
美
利
董
主
の
息
子
「
董
若
阿
路
」
（
］
）
窪
＆
。
ム
N
。
－
σ
q
び
一
）
を
だ
ま
し
た
。

阿
路
は
安
生
米
委
の
地
に
行
っ
て
、
そ
の
地
を
開
登
し
、
太
陽
、
天
、
月
を
良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
阿
路
は
母
親
に
こ
の
こ

と
を
話
し
た
。
母
は
安
生
米
委
の
地
に
行
く
こ
と
は
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
反
封
し
た
。
阿
路
は
約
束
し
た
の
で
行
か
な
い
わ
け
に
は
い

か

な
い
と
、
母
の
意
見
に
從
わ
ず
、
敵
の
領
土
に
到
着
し
た
。
深
夜
、
安
生
米
委
は
阿
路
の
犬
、
鵜
を
盗
ん
だ
。
阿
路
は
安
生
米
委
の
銀
と

金
を
取
っ
て
、
P
’
e
n
－
n
a
”
－
n
d
a
－
g
k
a
n
－
c
h
’
u
n
g
　
（
人
聞
の
住
む
地
）
に
行
き
、
銅
と
鐵
の
釘
を
仕
掛
け
た
。
安
生
米
委
は
黒
い
犬
を
つ
れ
て
阿

路
を
追
っ
た
が
、
銅
と
鐵
の
釘
の
た
め
に
生
命
を
失
っ
た
。

　
美
利
董
主
は
こ
の
時
眠
っ
て
お
り
、
夢
の
中
で
安
生
米
委
が
釘
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
を
埋
葬
し
た
。
彼
は
溝
を
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幻

水
を
満
た
し
て
、
籾
殼
で
穴
を
ふ
さ
い
だ
。
美
利
董
主
は
い
っ
た
。
「
安
生
米
委
の
父
に
は
、
決
し
て
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
誰
も
溝
を
　
㏄

掘
り
に
こ
な
い
だ
ろ
う
。
」
烏
が
水
を
飲
み
に
き
て
、
美
利
董
主
は
烏
を
た
た
い
た
。
烏
は
美
利
術
主
に
、
美
利
童
圭
が
安
生
米
委
を
殺
し

た
と
知
ら
せ
、
ど
の
よ
う
に
埋
め
た
か
を
報
告
し
た
。
烏
は
「
美
利
董
主
が
私
を
た
た
い
た
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
あ
な
た
の
心

は

痛
ま
な
い
の
か
？
」
と
聞
い
た
。

　
美
利
術
主
は
≦
－
§
－
。
・
切
苧
合
o
（
鬼
露
）
に
相
談
し
た
。
彼
ら
は
語
り
合
っ
た
。
「
勇
敢
な
息
子
は
殺
さ
れ
た
。
我
々
は
鬼
露
を
迭
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
エ

彼
の
息
子
を
捕
え
よ
う
。
」
英
古
鼎
那
（
Y
i
－
g
k
o
　
d
t
i
－
n
a
）
（
鬼
雷
巫
）
が
呪
術
を
使
っ
て
、
一
千
の
黒
い
猛
鬼
と
F
f
u
－
g
y
i
－
a
－
n
a
　
（
黒
い
鶏
）
が

出
現
し
た
。
美
利
術
主
は
矢
を
放
っ
て
美
利
童
⊥
土
の
領
土
を
攻
撃
し
た
。
美
利
董
主
の
天
は
雲
で
お
お
わ
れ
、
そ
の
鋤
は
鋳
び
つ
き
、
彼
は

不
浮
に
な
っ
た
。
そ
の
天
、
地
、
家
、
眼
、
耳
、
手
足
等
は
す
べ
て
が
不
浮
に
な
っ
た
。

　
美
利
董
主
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
彼
と
土
ハ
に
い
た
者
は
す
べ
て
不
浄
に
な
っ
た
。
飛
ぶ
こ
と
も



踊

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
心
を
病
ん
だ
。
彼
は
金
の
魚
を
美
利
術
主
の
領
土
へ
偵
察
の
た
あ
に
迭
っ
た
。
美
利
術
主
は
そ
の
舌
を

切
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
魚
に
舌
が
な
い
こ
と
の
起
源
で
あ
る
。
美
利
董
主
は
白
鷲
を
敵
の
領
土
に
迭
っ
た
が
、
黒
鷲
が
追
い
佛
っ
た
。
美
利

童
主

は
白
鹿
を
迭
っ
た
が
、
黒
い
犬
に
追
い
彿
わ
れ
た
。
鹿
は
崖
を
よ
じ
登
り
、
そ
こ
で
美
利
術
主
の
犬
が
ほ
え
る
と
「
欲
」
が
聞
こ
え
た
。

美
利
董
主
は
犬
を
打
と
う
と
し
た
が
、
美
利
術
主
の
黒
い
鹿
に
あ
た
り
、
鹿
は
わ
め
い
た
。
そ
の
聲
は
山
と
崖
で
鳴
り
響
い
た
。
こ
れ
は
観

の

起
源
で

あ
る
。
美
利
董
主
は
黒
鹿
の
肉
を
鷹
に
與
え
た
が
、
鷹
は
食
べ
な
か
っ
た
。
そ
の
肉
は
不
浄
で
あ
り
、
鷹
は
吐
い
た
。
こ
れ
は

r嘔
吐
」
の
起
源
で
あ
る
。
美
利
童
主
は
肉
を
龍
に
與
え
、
龍
は
吐
い
た
。
彼
は
不
浄
な
肉
を
龍
に
與
え
、
龍
は
犬
を
殺
し
た
。
こ
れ
は
龍

が

蹄
の

あ
る
動
物
を
殺
す
こ
と
の
起
源
に
つ
な
が
る
。
狐
の
鬼
露
は
不
浄
な
肉
を
食
べ
た
。
そ
こ
で
獅
子
は
狐
を
殺
し
た
。
こ
れ
は
獅
子
が
、

爪
の

あ
る
動
物
を
殺
す
こ
と
の
起
源
で
あ
る
。
黒
鹿
の
頭
は
、
天
（
空
）
で
不
浮
に
な
っ
た
。
そ
の
肺
は
太
陽
で
不
浄
に
な
っ
た
。
そ
の
肝

臓

は
、
月
で
不
浄
に
な
っ
た
。
そ
の
骨
は
、
岩
で
不
浄
に
な
っ
た
。
そ
の
皮
は
、
土
で
不
浄
に
な
っ
た
。
そ
の
血
は
、
水
の
中
で
不
浮
に
な
っ

た
。
そ
の
腸
は
楚
鬼
に
愛
わ
っ
た
。
そ
の
耳
は
、
木
の
中
で
不
浄
に
な
っ
た
。
鹿
の
角
は
高
山
で
不
浄
に
な
っ
た
。
そ
の
耳
は
山
哨
で
、
そ

の

腿
は

崖
で
不
浄
に
な
っ
た
。
鹿
の
口
か
ら
三
滴
の
唾
が
あ
ら
わ
れ
、
不
浄
な
水
が
出
現
し
た
。
そ
の
心
臓
か
ら
黒
い
鶏
が
出
現
し
、
こ
の

鶏

は
、
孚
い
と
口
論
を
美
利
童
主
の
領
土
に
解
き
放
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
巫
師
に
天
宮
占
い
を
し
て
も
ら
い
、
骨
と
肩
脚
骨
に
す
べ
て
の
悪

い

兆
候
が

現
れ

た
。
彼
　
t
g
　
y
i
－
s
h
i
－
6
　
－
z
o
　
（
美
利
董
主
の
東
巴
）
に
依
頼
し
て
、
金
、
銀
の
松
明
を
取
っ
て
、
天
、
地
が
不
浄
に
な
ら
ぬ
よ

う
に
し
た
。
そ
し
て
、
祠
々
、
精
露
が
不
浄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
美
利
董
主
p
t
g
　
Y
i
－
s
h
i
－
6
－
z
o
に
頼
ん
で
さ
ら
に
敷
々
の
儀
禮
を
行
っ

た
。　

美
利
董
主
は
黒
い
山
羊
を
使
っ
て
、
敵
の
領
土
を
動
き
回
っ
た
。
宇
去
勢
の
ヤ
ク
の
乳
を
し
ぼ
り
、
七
日
七
晩
儀
禮
を
行
っ
た
。
一
封
の

孚
去
勢
の
ヤ
ク
を
使
っ
て
、
楚
鬼
を
鎭
塵
し
た
。
黒
い
不
浮
な
岩
を
取
り
、
美
利
術
主
の
領
土
を
攻
撃
し
、
不
浮
な
黒
湖
を
干
上
ら
せ
た
。

美
利
術
主
の
木
を
切
り
倒
し
、
そ
の
地
に
投
げ
捨
て
た
。
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美
利
童
主

と
そ
の
妻
は
、
ヤ
ク
と
牛
の
乳
を
し
ぼ
り
儀
禮
を
行
っ
た
。
こ
の
儀
禮
の
結
果
生
命
の
素
を
得
た
。
美
利
董
主
の
天
は
、
星
で

充
ち
あ
ふ
れ
、
地
は
草
で
お
お
わ
れ
て
、
太
陽
は
熱
く
、
月
は
輝
き
、
彼
は
九
男
、
九
女
を
得
た
。

　
不
浮
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
最
初
、
美
利
董
主
は
黒
い
地
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
時
代
に
地
は
分
か
れ
て
い
っ
た
。
美
利
董

主
の

天

は
誤
り
な
く
出
現
し
、
す
べ
て
整
然
と
し
て
い
た
。
美
利
術
主
は
、
そ
の
天
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
よ
こ
し
ま
な
考

え
を
抱
い
た
。
呪
術
を
使
っ
て
、
毒
を
い
っ
ぱ
い
美
利
董
圭
の
領
土
に
ま
い
た
。
美
利
童
主
の
白
い
山
に
は
黒
雲
が
さ
ま
よ
っ
た
。
そ
の
崖

の

ふ

も
と
か
ら
毒
水
が
あ
ふ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
美
利
童
主
と
そ
の
天
と
地
は
不
浄
に
な
っ
た
。
彼
の
眼
、
心
臓
、
手
等
も
不
浄
に
な
っ
た
。

彼

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
桑
尼
（
L
l
u
’
－
b
b
u
）
の
も
と
に
行
き
、
桑
尼
は
天
宮
占
い
を
し
て
、
そ
の
鋭
い
眼
は
原

因
を
つ
き
と
め
た
。
桑
尼
は
儀
禮
を
行
い
、
そ
こ
で
す
べ
て
が
吉
兆
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
へ
美
利
術
主
の
青
い
髪
の
ロ
バ
と
黄
色
い
男
が
現
れ
、
爾
者
は
交
わ
り
灰
鬼
（
】
）
°
・
g
）
の
賢
い
娘
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
赤
目
の
灰

鬼
が
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
呪
術
を
用
い
て
、
九
つ
の
眼
の
吸
血
の
雌
牛
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
九
種
類
の
鬼
重
が
生
ま
れ
、
美
利
術
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

翼
の
あ
る
黒
雲
の
よ
う
な
馬
、
赤
い
尾
の
魚
の
よ
う
な
毒
鬼
、
さ
ら
に
掲
眼
の
カ
モ
シ
カ
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
鬼
露
は
、
美
利
董
主

の

地
に

放

た
れ
て
笑
い
を
も
た
ら
し
た
。
美
利
董
主
は
書
聞
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夜
は
悪
い
夢
を
見
た
。
彼
は
何
も
で
き
ず
、
足
の

速
い

少
年

を
天
上
の
巫
師
の
も
と
へ
つ
か
わ
し
た
。
巫
師
は
天
宮
占
い
を
し
て
、
九
種
類
の
鬼
露
が
災
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

儀
禮
を
行
っ
た
。

　
歌
拉
納
摸
（
鬼
籔
）
が
出
現
し
、
黒
い
羊
に
乗
っ
た
女
の
鬼
露
も
出
現
し
た
。
両
者
は
交
わ
っ
て
九
人
の
楚
鬼
が
生
ま
れ
た
。
楚
鬼
は
人
々

の

地

に
災
い
を
も
た
ら
し
た
。
人
聞
の
地
に
楚
鬼
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
出
現
し
、
災
い
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
東
巴
は
儀
禮
を
行
っ
て
、

そ
の
結
果
美
利
董
主
は
息
子
阿
路
を
美
利
術
主
に
殺
さ
れ
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
勝
利
を
得
る
。

　
以
上
の

物
語
を
考
察
し
て
以
下
の
鮎
が
指
摘
で
き
る
。
美
利
董
主
の
領
土
は
白
で
示
さ
れ
、
美
利
術
主
の
領
土
は
黒
で
示
さ
れ
る
。
ナ
シ
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族
の
祀
會
に
は
、
「
尚
白
嫌
黒
」
の
観
念
が
古
く
か
ら
存
在
し
、
こ
の
祠
話
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
美
利
董
主
と
美
利
術
主
の
封
立
か
ら
、
す
べ
て
の
争
い
が
登
生
す
る
。
こ
れ
は
「
争
い
の
起
源
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
爾
者
の
事
い

に

よ
っ
て
、
天
地
に
お
け
る
す
べ
て
の
生
物
に
死
が
嚢
生
し
、
こ
の
こ
と
は
「
死
の
起
源
」
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
藪
多
く
の
鬼
麗
、
動

物
が
出
現
し
、
災
い
が
起
こ
る
。
そ
し
て
汚
れ
（
不
浮
）
も
登
生
す
る
。
こ
れ
ら
は
儀
禮
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
鎭
塵
さ
れ
る
。
こ
れ
は

「
儀
禮
の
起
源
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
美
利
童
主
と
美
利
術
主
の
争
い
の
原
因
は
、
太
陽
、
月
の
奪
い
合
い
で
あ
っ
た
。
美
利
術
主
は
美
利
董
主
の
太
陽
、
月
を
盗
み
、
美

利
董
主
は
太
陽
、
月
を
＃
山
に
結
び
つ
け
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
陽
、
月
の
運
行
は
安
定
し
、
天
候
が
安
定
し
て
、
生
産
が
登
展
す

る
。
こ
の
こ
と
は
ナ
シ
族
の
世
界
観
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
東

巴
経
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
美
利
董
主
は
、
ナ
シ
族
の
最
も
有
名
な
祠
話
「
人
類
遷
徒
記
」
に
は
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

t

あ
ま
り
登
場
し
な
い
。
次
に
こ
の
祠
話
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
崇
忍
i
l
l
K
S
　
（
T
s
6
－
z
a
－
1
1
U
－
g
h
U
g
h
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

3
崇
忍
利
恩

　
崇
忍
利
恩
は
、
「
人
類
遷
徒
記
」
に
登
場
す
る
「
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
」
で
あ
る
。
「
人
類
遷
徒
記
」
は
、
ナ
シ
族
の
聞
に
廣
く
傳

承

さ
れ
て
い
る
創
世
祠
話
で
あ
る
。

　
そ

の

梗
概
を
簡
軍
に
紹
介
す
る
と
、
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
祠
々
、
精
露
、
鬼
雷
巫
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
天
、
地
、
＃
山
が
創
造
さ
れ
る
。

次
に
人
類
の
起
源
が
語
ら
れ
、
人
類
の
始
組
兄
弟
姉
妹
の
近
親
相
姦
が
原
因
で
、
世
界
は
不
浄
に
な
る
。
一
人
の
男
が
、
洛
大
祠
、
色
大
祠

の

領
土

を
侵
略
し
て
傷
つ
け
る
。
そ
の
弟
崇
忍
利
恩
は
洛
大
祠
を
介
抱
す
る
。
洛
大
碑
は
、
彼
に
洪
水
が
起
こ
る
か
ら
、
ヤ
ク
の
皮
鼓
に
隠

れ

て
難
を
逃
れ
よ
と
指
示
す
る
。
唯
一
人
難
を
逃
れ
た
崇
刀
心
利
恩
は
、
H
〈
＃
　
（
D
z
i
－
l
a
　
a
－
p
’
u
）
　
Q
住
む
天
に
登
り
、
そ
の
娘
の
天
女
と
結
婚



す
る
。
二
人
は
地
上
に
降
り
て
、
後
に
三
人
の
息
子
が
誕
生
し
て
、
長
男
が
チ
ベ
ッ
ト
（
藏
）
族
、
次
男
が
ナ
シ
族
、
三
男
が
ペ
ー
（
白
）

族
の
租
と
な
る
。
崇
刀
心
利
恩
が
天
女
と
共
に
地
上
に
降
臨
す
る
時
、
天
神
か
ら
彼
ら
に
数
々
の
穀
物
、
家
畜
が
與
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
蕎

変
が
穀
物
を
、
山
羊
が
家
畜
を
先
導
す
る
。
つ
ま
り
、
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
と
天
女
が
地
上
に
降
り
る
時
、
農
耕
と
牧
畜
が
地
上
に

も
た
ら
さ
れ
、
彼
ら
の
1
1
1
人
の
息
子
が
チ
ベ
ッ
ト
族
、
ナ
シ
族
、
ぺ
1
族
の
そ
れ
ぞ
れ
組
と
な
る
と
い
う
「
民
族
の
分
離
」
が
語
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
崇
忍
利
恩
は
、
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
で
あ
る
と
共
に
宇
祠
牟
人
で
あ
り
、
ナ
シ
族
の
杜
會
で
、
ほ
と
ん
ど
の
儀
禮
の
際
に
彼
に
封

す
る
崇
敬
が
行
わ
れ
る
。
崇
刀
心
利
恩
と
天
女
が
地
上
に
降
り
る
際
に
、
農
耕
、
牧
畜
が
誕
生
す
る
こ
と
は
、
ナ
シ
族
の
祠
話
、
杜
會
、
歴
史

に

お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

祭
天
纏
の
際
に
東
巴
に
よ
・
て
吟
調
・
れ
・
察
天
人
類
灘
記
L
と
題
す
・
東
巴
攣
は
、
そ
の
後
も
物
語
が
賀
。
崇
刀
莉
恩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b

か
ら
五
代
後
の
高
勤
趣
（
l
u
E
a
s
l
［
E
e
w
、
　
（
G
k
a
w
－
l
t
i
－
t
s
’
u
）
　
（
］
四
人
の
息
子
が
束
、
葉
、
買
、
何
の
四
氏
族
の
組
と
な
る
と
い
う
「
氏
族
の
分

離
」
（
が
語
ら
れ
る
。
束
氏
は
麗
江
ナ
シ
族
の
和
氏
、
葉
氏
は
木
氏
、
買
氏
は
中
旬
ナ
シ
族
、
何
氏
は
永
寧
ナ
シ
族
に
後
に
登
展
し
て
い
く

の

で

あ
る
。
次
に
氏
族
の
分
離
の
元
と
な
っ
た
高
勒
趣
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
4
高
勒
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

崇
忍
利
恩
の
子
孫
で
あ
る
高
勒
趣
に
つ
い
て
の
物
語
は
敷
多
く
の
東
巴
経
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
高
勒
趣
は
そ
の
父
義
高
勒
（
O
－
口
冨
辛
邑
と
共
に
高
山
に
住
ん
で
お
り
、
硫
を
刈
り
、
狩
猟
を
し
て
い
た
。
あ
る
時
父
子
は
深
山

で
大
猪
を
仕
止
め
た
。
彼
ら
は
猪
を
か
つ
い
で
喜
ん
で
蹄
っ
た
。
村
の
入
口
に
つ
い
た
時
、
義
高
勒
は
鈷
を
山
に
忘
れ
た
こ
と
に
氣
が
つ
い

て
、
息
子
に
先
に
闘
る
よ
う
に
い
っ
て
鈷
を
取
り
に
錦
っ
た
。



　
高
勒
趣
は
家
に
婦
り
、
猟
人
の
規
則
に
從
っ
て
、
猪
を
切
り
裂
き
客
人
を
招
い
た
。
客
人
が
到
着
し
て
準
備
が
整
っ
た
が
、
父
は
ま
だ
蹄

ら
な
か
っ
た
。
高
勒
趣
は
不
安
に
な
り
、
探
し
に
行
っ
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
後
に
彼
は
父
は
山
祠
（
署
、
龍
王
）
に
捕
え
ら
れ
た
と

聞
い
て
再
び
探
し
に
行
っ
た
。
S
9
中
、
　
1
l
匹
の
白
と
黒
の
大
麟
が
待
ち
か
ま
え
て
い
た
。
二
匹
は
襲
い
か
か
っ
て
き
て
、
高
勒
趣
が
鈷
を
抜

く
前
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
た
。
そ
の
大
口
で
彼
の
頭
に
か
み
つ
い
た
が
、
彼
は
左
手
で
黒
蛇
の
首
を
つ
か
み
右
手
で
白
蛇
の
首
を
つ
か
ん

で
締
め
上
げ
た
。
蛇
の
首
が
細
い
の
は
、
こ
の
こ
と
に
由
來
す
る
。

　
翌

日
、
二
頭
の
大
水
牛
に
出
會
い
、
高
勒
趣
は
爾
脇
か
ら
は
さ
ま
れ
た
。
彼
は
両
手
で
そ
れ
ぞ
れ
の
牛
の
角
を
つ
か
ん
だ
。
牛
の
角
が
曲

が
っ

て
い

る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
由
來
す
る
。
虎
、
豹
、
獅
子
、
熊
、
射
狼
、
猪
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
高
勒
趣
は
鈷
が
な
く
て
も
勇
敢
で
あ

り
、
鈷
を
使
っ
た
ら
自
分
た
ち
の
首
は
な
い
と
思
い
、
あ
わ
て
て
逃
げ
て
い
っ
た
。

　
高
勒
趣
は
山
祠
斯
汝
（
龍
王
）
の
家
に
つ
い
た
。
父
は
縛
ら
れ
て
す
だ
れ
の
上
に
置
か
れ
て
涙
を
流
し
て
お
り
、
高
勒
趣
の
額
に
涙
が
か
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b

か

っ

た
。
高
勒
趣
は
い
っ
た
。
「
父
よ
、
あ
な
た
を
助
け
に
き
ま
し
た
。
義
高
勒
は
い
っ
た
。
「
息
子
よ
山
祠
は
私
を
捕
え
て
虐
待
し
て
い
る

の

だ
。
」
高
勒
趣
は
い
っ
た
。
「
私
が
山
祠
（
龍
王
）
に
あ
な
た
を
放
す
よ
う
に
い
い
ま
す
。
一
緒
に
鯖
り
ま
し
ょ
う
。
」
義
高
勒
は
「
山
祠

（龍
王
）
は
色
々
な
も
の
を
要
求
し
て
、
私
を
放
さ
な
い
だ
ろ
う
。
」
と
い
っ
た
。

　
高
勒
趣
は
山
＃
（
龍
王
）
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
山
神
（
龍
王
）
は
「
何
を
し
に
き
た
の
か
o
お
前
の
父
親
を
放
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

と
い
っ
た
。
し
か
し
、
山
祠
（
龍
王
）
は
、
蛇
の
首
が
細
く
な
り
、
水
牛
の
角
が
曲
が
っ
て
い
る
の
を
見
て
恐
く
な
り
、
義
高
勒
を
解
放
し

た
。
二
人
は
無
事
に
蹄
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
東
巴
経
に
は
、
義
高
勒
は
死
ん
で
、
高
勒
趣
は
敷
々
の
儀
禮
を
行
っ
て
、
父
の
魂
を
鎭
魂

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ナ
シ
族
の
世
界
観
で
は
、
人
類
と
龍
王
（
署
）
は
元
々
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
隣
接
し
た
領
域
に
住
ん
で
い
た
。
人
類
は
人
聞
界
、
家
畜
を

管
理
し
て
、
龍
王
は
自
然
界
・
野
獣
を
管
理
し
て
い
た
。
前
記
し
た
崇
忍
利
恩
も
署
の
領
域
を
侵
し
た
た
め
に
災
い
に
會
う
。
（
こ
れ
に
つ



い

て
は

後
述
す
る
）
義
高
勒
は
龍
王
の
猪
を
殺
し
た
た
め
に
龍
玉
に
捕
え
ら
れ
、
高
勒
趣
は
彼
を
救
い
に
行
く
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
崇

刀心

利
恩
、
高
勒
趣
は
人
類
と
龍
王
の
領
域
を
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
推
断
で
き
る
。
ま
た
高
勒
趣
も
崇
刀
心
利
恩
と
同
様
に
、
ナ

シ

族
の
祀
先
の
系
譜
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
、
彼
の
四
人
の
息
子
は
束
、
葉
、
買
、
何
の
四
氏
族
の
祀
と
な
る
。
そ
の
う
ち
葉
氏
の
祀
は
、
ナ

シ

族

を
約
二
百
年
聞
支
配
し
た
木
氏
土
司
の
租
と
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
束
氏
は
農
民
で
あ
り
、
和
氏
の
祀
先
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
東
巴
に
は
和
姓
が
多
く
見
ら
れ
る
。
次
に
宗
教
の
起
源
を
考
え
る
た
め
に
も
、
東
巴
教
の
開
租
で
あ
る
丁
巴
什
羅
に
つ

い

て
考
察
し
た
い
。

　
5
丁
巴
什
羅
（
D
t
o
－
m
b
a
°
　
S
h
i
－
l
o
）

　
以
上
で

「
人
類
遷
徒
記
」
に
登
場
す
る
神
々
、
精
露
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
次
に
紹
介
す
る
丁
巴
什
羅
は
「
人
類
遷
徒
記
」
に
は

登
場

し
な
い
。
こ
の
碑
は
、
「
人
類
遷
徒
記
」
に
現
れ
る
祠
々
と
は
別
系
統
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
各
種
の
説
が
あ
る
。
丁
巴
什

羅

は
東
巴
教
の
開
租
で
あ
り
、
巫
師
東
巴
は
自
分
達
を
、
そ
の
弟
子
の
子
孫
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

　
丁
巴

什
羅
に

關
す
る
祠
話
は
、
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
始
ま
り
、
祠
々
、
精
霊
、
鬼
露
が
出
現
す
る
。
彼
は
十
八
層
の
天
に
住
み
、
天

上

で

ラ
マ
僧
と
孚
う
が
、
地
上
で
は
可
庶
璃
（
女
魔
鬼
）
が
、
人
聞
、
動
物
を
食
い
殺
し
て
い
る
。
人
類
は
白
編
幅
を
天
上
に
使
者
と
し
て

迭

り
、
可
庶
焉
を
鎭
塵
す
る
た
め
に
、
丁
巴
什
羅
に
地
上
に
降
臨
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
。
丁
巴
什
羅
は
k
々
と
相
談
し
て
地
上
に
降
臨

し
、
可
庶
璃
を
鎭
塵
す
る
。
そ
の
後
彼
は
崇
り
に
あ
っ
て
、
毒
鬼
に
殺
さ
れ
る
が
、
三
人
の
東
巴
と
そ
の
三
百
六
十
人
の
弟
子
が
彼
の
魂
を

救
い
、
そ
の
魂
は
安
息
を
得
る
。

　
丁
巴
什
羅
は
女
鬼
、
鬼
露
を
鎭
塵
し
て
、
最
初
の
巫
師
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
職
務
は
弟
子
で
あ
る
東
巴
に

纏
承

さ
れ
る
。
そ
し
て
東
巴
教
が
成
立
す
る
。
東
巴
教
は
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
で
あ
る
ボ
ン
教
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
ボ
ン
教
の

（74）



開
祀
シ
ェ
ン
ラ
ブ
・
ミ
ー
ボ
と
丁
巴
什
羅
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
西
南
中
國
少
藪
民
族
の
中
で
も
、
ナ
シ
族
の
祠
話
に
は
チ

ベ
ッ

ト
か
ら
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
、
丁
巴
什
羅
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
族
祠
話
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
を
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

　
前
記
し
た
如
く
、
人
類
と
署
（
龍
王
）
は
隣
接
し
た
領
域
に
住
み
、
人
類
が
龍
王
の
領
域
を
侵
し
た
た
め
に
、
龍
王
は
天
に
行
っ
て
丁
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

什
羅

を
招
く
。
丁
巴
什
羅
が
調
停
し
て
、
龍
王
と
人
類
の
聞
に
争
い
が
な
く
な
り
、
地
上
に
卒
和
が
訪
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
丁
巴
什
羅
は

人
閲
界

と
、
龍
王
の
支
配
す
る
自
然
界
を
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
6
洛
大
碑
（
N
d
u
）
、
u
l
大
P
l
t
　
（
s
s
t
i
）

　
洛
大
祠
と
色
大
祠
は
、
陽
神
、
陰
祠
で
あ
り
、
ナ
シ
族
の
聞
で
は
、
「
門
祠
」
と
し
て
崇
舜
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
男
神
、
女
祠
一
封
の

も
の
と
し
て
神
話
に
登
場
す
る
。
ナ
シ
族
は
現
在
生
活
で
き
る
の
は
、
こ
の
二
祠
の
お
か
げ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
東
巴
祠
話
に
記
さ
れ

て
い

る
両
神
の
恩
恵
は
下
記
の
如
v
で
あ
る
。

　
洛
大
祠
が
生
ま
れ
て
降
臨
し
た
た
め
に
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
ナ
シ
族
は
争
わ
な
く
な
っ
た
。
洛
大
祠
は
星
で
満
ち
た
天
を
創
造
し
た
。
廣
い

野
原
は
色
大
神
が
廣
げ
た
も
の
だ
。
書
と
夜
の
長
さ
は
洛
大
神
が
整
え
た
も
の
だ
。
頑
丈
な
岩
は
洛
大
碑
だ
。
木
は
色
大
祠
が
作
っ
た
。
山

が
木
で
お
お
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
の
は
色
大
神
で
あ
る
。
家
を
作
り
、
寒
さ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
は
洛
大
祠
の
お
か
げ
だ
。
崖
か
ら
水

を

引
い
て
、
田
を
灌
概
し
た
の
は
洛
大
神
だ
。
東
巴
の
職
を
父
か
ら
子
へ
と
維
承
さ
せ
て
、
鬼
露
を
鎭
壁
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
は
洛
大
祠

だ
。
家
が
子
孫
で
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
洛
大
祠
の
お
か
げ
だ
。
長
壽
は
洛
大
祠
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
太
陽
と
月
の
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

を

安
定

し
た
の
は
洛
大
神
だ
。
東
巴
と
桑
尼
が
鬼
雷
巫
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
洛
大
神
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　
以
上
の

如

く
、
こ
の
両
神
の
役
割
は
、
肚
會
、
宗
教
的
な
も
の
、
そ
し
て
現
在
の
自
然
環
境
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
も
大
き
い
が
、
長
壽
等
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生
命
に
關
係
す
る
も
の
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
洛
大
神
は
延
壽
の
儀
禮
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
人
聞
の
長
壽
に
關
し
て
語
る
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

巴

経

「
延
壽
経
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
下
記
の
如
v
で
あ
る
。

　
人
聞
の
壽
命
は
本
來
は
百
年
で
あ
っ
た
。
人
聞
の
壽
命
を
支
配
す
る
聖
樹
の
葉
の
色
が
青
か
ら
黄
色
に
愛
わ
る
の
に
、
ち
ょ
う
ど
百
年
か

か
っ

た
。
そ
の
時
が
來
る
と
、
洛
大
神
は
黄
色
の
竿
で
黄
色
い
葉
（
老
人
の
生
命
）
の
み
を
打
ち
落
と
し
て
、
青
い
葉
（
若
者
の
生
命
）
を

残

し
て
お
い
た
。
青
い
葉
は
成
長
し
て
、
百
年
か
か
っ
て
黄
色
に
愛
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
あ
る
日
、
洛
大
祠
が
天
上
で
＃
々
と
遊
び
戯
れ
て
い
る
う
ち
に
、
壽
命
の
木
の
黄
色
い
葉
を
落
と
す
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
洛
大
神

が
氣
つ
い
た
時
に
は
、
太
陽
が
沈
み
か
け
て
お
り
、
彼
は
あ
わ
て
た
が
聞
に
合
わ
な
か
っ
た
。
洛
大
神
は
急
い
で
聖
樹
の
も
と
に
た
ど
り
つ

き
、
青
い
葉
、
黄
色
い
葉
の
匿
別
な
し
に
白
銀
の
杖
で
打
ち
落
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
青
年
も
老
人
も
皆
死
に
紹
え
た
。
こ
の
状
況
で
天
空

は
揺
れ
動
き
、
天
空
と
大
地
を
支
え
る
＃
山
の
修
築
が
k
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
碑
山
の
修
築
が
絡
了
し
て
、
そ
の
頂
上
で
洛
大
祠
は
色

大
祠

と
壽
命
の
分
配
の
相
談
を
す
る
。
三
日
後
の
夜
明
け
に
、
洛
大
祠
は
天
高
閤
崖
の
下
で
壽
命
を
分
け
て
、
高
々
と
叫
ん
だ
。
「
誰
か
こ

の

十
萬
年
の
長
壽
を
い
ら
な
い
か
。
」
人
聞
は
寝
込
ん
で
い
て
答
え
な
か
っ
た
。
十
萬
年
の
長
壽
は
石
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
聞
は

眠

り
績
け
て
五
年
の
壽
命
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た
。
人
聞
は
書
も
夜
も
泣
き
叫
ん
だ
。
鶏
は
百
年
の
壽
命
を
得
た
が
、
長
く
生
き
て
も
翼
や

尾
が

す
り
切
れ
て
し
ま
う
。
食
料
を
つ
つ
い
て
食
べ
て
も
哨
が
す
り
切
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
鶏
も
泣
き
出
し
た
。
ゆ
え
に
洛
大
神
の

指
示
通
り
に
人
聞
は
百
年
に
、
鶏
は
五
年
に
壽
命
を
交
換
し
た
。

　
以
上
の

如

v
、
こ
の
両
紳
の
役
割
は
非
常
に
敷
多
く
、
人
類
と
最
も
密
接
な
關
係
に
あ
る
＃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
祠
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、
萬
物
の
生
命
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
に
洛
大
祠
、
色
大
祠
の
「
人
類
遷
徒
記
」
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
崇
刀
心
利
恩
の
兄
弟
が
．
爾
祠
の
領
域
を
侵
し
、
彼
ら

を
傷
つ
け
る
。
崇
忍
利
恩
は
二
祠
の
介
抱
を
す
る
。
洛
大
碑
は
そ
の
禮
と
し
て
、
も
う
す
ぐ
洪
水
が
起
こ
る
の
で
、
ヤ
ク
の
皮
鼓
に
隠
れ
て
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逃
れ

る
よ
う
に
指
示
す
る
。
両
祠
の
領
域
を
侵
し
た
兄
弟
は
懲
罰
を
受
け
る
。

果

た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ

ま
り
こ
の
両
神
は
崇
忍
利
恩
の
守
護
神
と
し
て
の
役
割
を

　
7
s
u
a
p
t
．
　
（
p
’
e
h
）
、
輝
耐
（
°
。
切
芦
）

　
盤
碑
は
九
人
の
男
R
で
、
縄
肺
は
七
人
の
女
＃
で
あ
る
。
「
人
類
遷
徒
記
」
に
お
け
る
最
も
重
要
な
役
割
は
、
盤
祠
が
天
を
創
造
し
、
輝

祠
は
地
を
創
造
し
た
こ
と
で
あ
る
。
盤
祠
と
輝
祠
は
相
談
し
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
天
地
創
造
は
う
ま
く
い
か
ず
、
天
地
は
揺
れ
動
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
に
　

て
い

た
。
そ
こ
で
神
々
、
精
霰
は
集
合
し
て
、
居
那
什
羅
神
山
を
修
築
し
た
。
そ
こ
で
天
、
地
は
安
定
し
た
。
天
、
地
が
安
定
し
た
こ
と

に

よ
っ
て
、
天
膿
の
運
行
等
の
秩
序
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
盤
祠
、
揮
祠
は
鬼
璽
の
中
で
も
、
特
に
毒
鬼
と
密
接
な
關
係
が
あ
る
。
昔
、
九
人
の
盤
神
は
毒
鬼
の
黒
い
ヤ
ク
を
射
殺
し
た
。
盤
神
は
そ

の

肉
を
食
べ
て
、
血
を
飲
み
、
骨
を
か
じ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
盤
神
と
毒
鬼
の
聞
に
争
い
が
生
じ
た
。
盤
祠
は
毒
鬼
の
報
復
を
受
け
る
こ
と

に

な
っ
た
。
毒
鬼
は
盤
神
の
魂
を
盗
み
水
中
に
捨
て
、
猛
獣
に
家
畜
を
傷
つ
け
さ
せ
て
、
食
料
に
毒
藥
を
投
げ
込
ん
だ
。

　
盤
肺
は
天
上
の
東
巴
に
依
頼
し
て
、
東
巴
は
儀
式
を
行
っ
た
。
儀
式
が
終
了
し
て
か
ら
盤
神
は
病
氣
が
治
り
、
痛
み
も
な
く
な
り
、
長
壽

も
富
も
充
足
し
た
。
盤
神
は
九
人
の
毒
鬼
の
魂
を
黒
・
白
境
界
の
地
に
迭
り
、
九
層
の
黒
土
の
下
に
埋
葬
し
た
。

　

そ
の
後
の
時
代
、
善
良
な
一
家
の
主
人
は
盤
祠
の
良
き
子
孫
で
あ
っ
た
が
、
季
鬼
、
其
鬼
、
孔
鬼
、
補
鬼
、
景
鬼
、
瓦
鬼
の
侵
害
を
受
け

た
。
三
百
六
十
八
人
の
巫
師
が
八
卦
を
し
て
、
占
人
の
後
卜
骨
に
季
鬼
、
其
鬼
、
孔
鬼
、
補
鬼
の
裂
痕
が
現
れ
た
。
そ
し
て
、
八
卦
の
後
に

肩
押
骨
に
季
鬼
、
其
鬼
、
孔
鬼
、
補
鬼
の
筋
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
。
善
良
な
一
家
の
主
人
は
、
足
の
速
い
少
年
を
使
っ
て
、
有
能
な
祭
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

に

依
頼
し
た
。
有
能
な
祭
司
は
白
い
ヤ
ク
の
毛
蔑
を
使
っ
て
、
神
壇
に
献
物
を
撒
げ
て
儀
式
を
行
い
、
一
家
の
主
人
は
安
息
を
得
た
。

　
以
上
の

如

く
、
盤
耐
、
輝
祠
は
、
天
地
創
造
を
行
い
、
天
地
に
安
定
を
も
た
ら
し
、
鬼
重
の
害
を
鎭
塵
し
た
と
い
う
難
で
、
＃
話
上
重
要
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な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
8
高
棘
（
Z
σ
Q
a
w
）
、
吾
祠
（
綱
已
）

　
高
祠
は
生
命
の
神
で
、
戦
祠
で
あ
る
。
象
形
文
字
経
典
で
は
こ
の
祠
は
「
旗
」
で
描
か
れ
る
。
旗
は
戦
場
に
運
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ナ

シ

族
の
各
々
の
家
庭
に
は
高
祠
が
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
祠
は
家
の
精
需
巫
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
高
祠
は
ナ
シ
族
の
敵
に
打
ち

勝

た
し
め
る
守
護
露
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
高
紳
は
・
Z
o
Q
a
w
　
b
a
・
と
い
う
儀
禮
で
崇
拝
さ
れ
る
。
高
神
に
封
し
て
は
、
敷
多
く

の

儀
禮
が

行
わ

れ
る
。

　
吾
耐
は
高
神
の
從
者
で
あ
り
、
東
巴
祠
話
に
は
、
高
耐
、
吾
神
は
一
緒
に
登
場
す
る
。
吾
碑
は
世
話
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
元
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
に
　

は
高
紳
の
奴
隷
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
a
）
m
o
　
（
S
s
u
．
龍
王
）

　
署

は
龍
王
で
あ
り
、
水
に
住
む
精
露
で
あ
る
。
祠
話
中
で
は
人
類
と
署
は
異
母
兄
弟
で
あ
っ
た
。
人
類
は
「
人
閲
界
」
を
支
配
し
、
署
は

r自
然
界
」
を
支
配
し
た
。
し
か
し
、
人
類
は
紹
え
ず
署
の
領
域
を
侵
略
し
て
、
獣
を
殺
し
、
植
物
を
切
り
倒
し
、
河
川
を
汚
染
さ
せ
た
。

署
は

怒

り
、
人
類
の
魂
を
盗
ん
だ
。
彼
ら
は
病
氣
に
な
っ
た
。
署
は
家
畜
に
も
傳
染
病
を
起
こ
し
た
。

　
署

は
そ
の
父
の
實
物
を
人
類
に
は
分
け
與
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
署
は
人
類
に
天
地
を
ひ
ら
く
こ
と
、
村
を
つ
く
る
こ
と
、
山
上
の
柴
を

刈

る
こ
と
、
高
原
で
放
牧
を
す
る
こ
と
、
犬
を
つ
れ
て
狩
り
を
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
署
の
王
r
署
美
納
布
」
（
D
s
o
－
n
a
－
l
o
l
c
h
’
i
）

に

は
妥
協
は
な
か
っ
た
。
人
類
は
天
上
の
丁
巴
什
羅
に
訴
え
た
。
丁
巴
什
羅
は
肺
鵬
を
つ
れ
て
地
上
に
降
り
て
き
て
、
「
署
美
納
布
を
恐
れ

る
こ
と
は
な
い
」
と
い
っ
た
。
丁
巴
什
羅
と
神
鵬
は
封
策
を
相
談
し
た
。
神
鵬
は
署
美
納
布
を
こ
ら
し
め
た
。
署
美
納
布
は
い
っ
た
。
「
署

（78）



は
人
類
と
は
争
わ
な
い
。
人
類
が
先
に
署
の
領
土
を
侵
し
た
の
だ
。
人
類
は
署
の
泉
水
で
敷
々
の
動
物
を
殺
し
、
魚
を
取
り
、
蛇
や
蛙
を
殺

し
た
。
今
（
東
巴
什
羅
に
願
っ
て
）
調
停
し
て
い
る
。
私
に
蘇
油
、
小
委
粉
、
翠
柏
、
線
石
松
を
献
上
し
て
ほ
し
い
。
」
丁
巴
什
羅
は
調
停

を
行
っ
て
、
人
類
に
蛇
、
蛙
等
を
殺
す
こ
と
を
禁
じ
た
。
そ
し
て
署
に
は
藥
等
を
與
え
た
。
東
巴
は
白
羊
を
毛
砧
で
祠
壇
を
つ
く
り
、
青
変
、

白
米
等
を
耐
根
と
し
て
署
に
献
げ
た
。
そ
し
て
、
金
、
銀
、
線
松
石
、
黒
ヒ
ス
イ
を
供
物
と
し
た
。
こ
う
し
て
地
上
に
卒
和
が
訪
れ
た
。

　
署

は
崇
刀
心
利
恩
と
も
非
常
に
密
接
な
關
係
に
あ
る
。
崇
忍
利
恩
は
、
白
い
足
の
ヤ
ク
に
盤
水
を
飲
ま
せ
て
い
る
時
に
、
緑
の
首
の
小
蛇
を

踏
み

つ
ぶ

し
た
。
そ
の
た
め
に
彼
の
魂
は
署
に
盗
ま
れ
た
。
崇
刀
心
利
恩
は
、
山
か
ら
降
り
て
家
に
闘
る
と
病
氣
に
な
っ
た
。
そ
の
妻
補
紅
褒

白
命
は
、
東
巴
に
依
頼
し
て
儀
禮
を
行
っ
た
。
こ
の
祭
署
儀
禮
を
行
っ
て
か
ら
、
崇
忍
利
恩
の
病
氣
は
治
り
、
痛
み
も
な
く
な
っ
て
、
心
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
　

安
ら
ぎ
を
得
た
。
祭
署
儀
禮
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
署
も
満
足
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
祭
署
儀
禮
は
、
ナ
シ
族
の
聞
で
最
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
最
も
藪
多
く
行
わ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
通
常
は
た
て
績
け
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

σ

に

家
畜
が
病
氣
に
か
か
っ
た
時
に
、
泉
の
周
邊
か
自
宅
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
儀
禮
を
行
う
際
に
、
東
巴
は
膨
大
な
量
の
東
巴
経
を
吟
請
す
る
。

こ
れ
ら
の
東
巴
経
は
、
J
，
F
，
　
R
o
c
k
氏
、
中
國
の
研
究
者
に
よ
っ
て
牧
集
、
翻
謹
さ
れ
て
い
る
。

　
10

祠
々
、
精
霊
相
互
の
關
係

　
以
上
の

如

v
、
ナ
シ
族
の
神
話
に
現
れ
る
I
々
、
精
霞
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
神
々
と
鬼
霞
と
の
事
い
か
ら
、
「
憎
し
み
」
　
r
抗
争
」

が
生

ま
れ
る
。
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
は
、
地
上
に
降
臨
し
た
時
、
穀
物
、
家
畜
を
も
た
ら
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
農
耕
、
牧
畜
の

起
源
」
で
あ
る
。
自
然
、
萬
物
は
洛
大
祠
が
つ
く
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
棘
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、
人
聞
、
動
物
の
生
命
の
期

限

を
定
め
た
こ
と
。
つ
ま
り
「
生
命
の
起
源
」
を
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
盤
祠
、
輝
神
に
よ
っ
て
天
地
創
造
が
行
わ
れ
て
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の
運
行
に
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
て
、
秩
序
、
文
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。



　

こ
れ
ら
の
神
々
、
精
璽
は
相
互
に
非
常
に
密
接
な
關
係
に
あ
る
。
ま
ず
、
「
民
族
祀
祠
」
と
い
う
観
黙
で
、
美
利
童
主
、
崇
忍
利
恩
、
高

勒
趣
の
三
祠
の
關
係
を
考
察
す
る
と
、
美
利
董
主
は
人
類
（
ナ
シ
族
）
の
父
で
あ
り
、
そ
の
九
男
、
九
女
は
成
長
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に

行
っ
て
、
農
耕
、
牧
畜
を
行
い
襲
展
し
て
い
く
o
崇
忍
利
恩
の
三
人
の
息
子
は
、
長
男
は
チ
ベ
ッ
ト
族
、
次
男
は
ナ
シ
族
、
三
男
は
ぺ
1
族

の

祀
と
な
る
。
こ
こ
で
「
民
族
の
分
離
」
が
行
わ
れ
る
。
高
勒
趣
の
四
人
の
息
子
は
、
ナ
シ
族
の
束
、
葉
、
買
、
何
の
四
氏
族
の
組
と
な
り
、

こ
こ
で
「
氏
族
の
分
離
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
祠
話
の
時
代
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
神
の
關
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
族
の
成
立
、
進
歩
、
登
展
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ

し
て
崇
刀
心
利
恩
（
人
類
）
と
署
も
非
常
に
密
接
な
關
係
に
あ
る
。
元
々
両
者
は
異
母
兄
弟
で
あ
っ
た
。
人
類
が
署
と
の
約
束
に
違
反
し

た
た
め
に
、
人
類
と
自
然
界
の
聞
に
封
立
、
抗
争
が
起
こ
る
が
、
そ
の
和
解
に
よ
っ
て
、
人
聞
界
と
自
然
界
に
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ

の

よ
う
に
考
え
る
と
、
爾
者
の
關
係
は
萬
物
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
調
和
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

署
儀
禮
で

あ
り
、
「
儀
禮
の
起
源
」
と
い
う
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
明
確
に
で
き
る
の
で
あ
遜
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

結
語

　
筆
者

は
か
つ
て
ナ
シ
族
の
固
有
の
世
界
観
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
神
山
の
問
題
に
つ
い
て
論
究
し
た
。
本
稿
で
は
、
固
有
の
世
界
観
を

さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
、
「
ナ
シ
族
の
祠
々
、
精
雷
巫
の
役
割
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
＃
々
、
精
露
の
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紳
々
と
鬼
重
の
箏
い
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
誕
生
す
る
こ
と
が
ま
ず
推
断
で
き
る
。

そ

し
て
、
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
の
三
人
の
息
子
の
時
代
に
、
民
族
の
分
離
が
完
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
代
に
、
地
上
に
農
耕
、

牧
畜
が

も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
か
ら
五
代
後
に
「
氏
族
の
分
離
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
話
の
歴
史
的
登
展
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。



　
さ
ら
に
祠
々
の
天
地
創
造
、
鬼
露
と
の
争
い
、
祠
々
と
人
間
の
生
命
と
の
關
り
、
丁
巴
什
羅
の
調
停
に
よ
り
人
類
と
自
然
界
に
調
和
を
も

た
ら
し
た
宗
教
、
儀
禮
の
成
立
に
致
る
ま
で
の
諸
問
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
本
稿
に
お
い
て
は
、
祠
々
、
精
露
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
鬼
重
の
神
話
上
の
役
割
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
詳
し
く
考
察
す
る
所
存
で
あ
る
。
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些
族
的
故
事
』
亜
洲
民
俗
、
杜
會
生
活
專
刊
θ
東
方
文
化
供
鷹
杜
、
l
九
七
O
年
参
照
。

白
庚
勝
『
東
巴
祠
話
研
究
』
肚
會
科
學
文
献
出
版
杜
、
七
二
頁
一
九
九
九
年
、
J
．
F
．
R
o
c
k
　
A
　
N
a
－
k
h
i
－
E
n
g
l
i
s
h
　
e
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
c
　
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
．
　
S
e
r
i
e

O
r
i
e
n
t
a
l
e
　
R
o
m
a
，
　
X
X
V
I
I
I
　
I
s
M
E
O
　
R
o
m
a
．
1
9
6
2
．

東
巴
文
化
研
究
所
編
謹
「
穣
染
鬼
儀
式
・
董
術
戦
争
」
『
納
西
東
巴
古
籍
詳
注
全
集
』
第
二
十
五
巻
、
「
童
祠
與
述
鬼
的
故
事
」
『
納
西
東
巴
古
籍
諜
注

全
集
』
第
三
十
二
巻
、
F
除
稜
・
童
遮
争
戦
」
『
納
西
東
巴
古
籍
詳
注
全
集
』
第
四
十
一
巻
雲
南
人
民
出
版
杜
、
中
共
麗
江
地
委
宣
博
部
編
「
東
術
孚

戦
記
」
『
納
西
族
民
聞
故
事
選
」
上
海
文
藝
出
版
吐
参
照
。

ナ
シ
族
に
は
、
東
巴
の
他
に
桑
尼
（
L
I
U
－
b
u
）
と
呼
ば
れ
る
巫
師
が
い
る
。
桑
尼
は
東
巴
と
は
異
な
り
、
ナ
シ
文
字
を
讃
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
楊

幅
泉

「
論
納
西
族
巫
師
”
桑
尼
”
　
（
桑
柏
）
」
『
納
西
學
論
集
』
民
族
出
版
冠
1
1
0
0
九
年
。

英
古
鼎
那
は
、
す
べ
て
の
鬼
霊
巫
の
本
源
と
さ
れ
て
お
り
、
天
界
の
紳
々
の
中
で
英
古
阿
格
の
み
が
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
。
白
庚
勝
『
東
巴
神
話

研

究
』
l
o
七
頁
。
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毒
鬼
は
「
魔
」
鬼
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
東
巴
紳
話
に
は
常
に
灰
鬼
と
共
に
登
場
す
る
。
そ
の
最
大
の
敵
は
丁
巴
什
羅
で
あ
る
。
白
庚
勝
『
同
上
』

1
0
1
u
r
－
1
O
二
頁

J
．
F
．
R
o
c
k
　
T
h
e
　
M
u
a
n
－
b
p
O
　
C
e
r
e
m
o
m
y
　
o
r
　
t
h
e
　
S
a
c
r
i
f
i
c
e
　
t
o
　
H
e
a
v
a
n
　
a
s
　
p
r
a
c
t
i
c
e
d
　
b
y
　
t
h
e
　
N
a
－
k
h
i
，
　
M
o
n
u
m
e
n
t
a
　
S
e
r
i
c
a
　
V
o
l
，
X
I
I
I
　
1
9
4
8
　
雲
南
省

民
聞
文
學
集
成
携
公
室
編

『
祭
天
古
歌
』
中
國
民
聞
文
藝
出
版
冠
一
九
八
八
年
o

高
勒
趣
の
四
人
の
息
子
に
つ
い
て
は
、
口
戸
o
°
k
　
T
h
e
　
N
a
－
k
h
i
　
D
’
a
　
N
v
　
F
u
n
e
r
a
l
　
C
°
r
e
m
i
o
n
y
　
w
i
t
h
　
s
p
e
°
i
a
l
　
r
e
f
e
r
e
n
l
e
　
t
o
　
t
h
e
　
O
r
i
g
i
n
　
o
f
　
N
a
－
k
h
i

W
e
a
p
o
n
s
，
　
A
n
t
h
r
o
p
o
s
，
　
v
o
l
．
5
5
°
1
9
5
5
参
昭
〔
。

J
．
F
．
R
o
c
k
　
T
h
e
　
N
a
－
k
h
i
　
N
a
g
a
　
C
u
l
t
　
a
n
d
　
R
e
l
a
t
e
d
　
C
e
r
e
m
o
n
i
e
s
，
中
央
麗
江
地
委
宣
傳
部
編
「
高
勒
趣
」
『
納
西
族
民
聞
故
事
選
』
。

東

巴
文
化
研
究
所
編
課
「
超
度
什
羅
儀
式
・
迎
請
什
羅
・
殺
三
百
六
十
介
鬼
卒
・
殺
希
固
松
璃
」
『
納
西
東
巴
古
籍
詳
注
全
集
』
第
七
十
二
巷
、
一
九

九
九
年
、
「
超
度
什
羅
儀
式
・
求
威
力
・
賜
幅
澤
」
『
納
西
東
巴
古
籍
詳
注
全
集
』
第
七
三
巷
一
九
九
九
年
、
　
］
°
F
°
R
o
c
k
　
T
h
e
　
B
i
r
t
h
　
a
n
d
　
O
r
i
g
i
n
　
o
f
　
D
t
o
－

m
b
a
　
S
h
i
－
l
o
，
　
t
h
e
　
F
o
u
n
d
e
r
　
o
f
　
M
o
－
s
o
　
S
h
a
m
a
n
i
s
m
　
’
　
A
r
t
i
b
u
s
　
A
s
i
a
e
，
　
V
o
l
．
7
　
1
9
3
7

東
巴
文
化
研
究
所
編
謹
「
棲
珠
鬼
儀
式
・
白
煽
幅
求
取
祭
祀
占
ト
経
」
『
納
西
東
巴
謹
注
全
集
』
第
二
十
四
巻
一
九
九
九
年
。

J
．
F
．
R
o
c
k
著
村
井
信
幸
課
「
ζ
o
－
ω
o
（
N
a
－
k
h
i
）
族
の
文
献
中
の
洪
水
説
話
」
、
J
°
F
°
R
o
c
k
　
T
h
e
　
N
a
－
k
h
i
　
N
a
g
a
　
C
u
l
t
　
a
n
d
　
R
e
l
a
t
e
d
　
C
e
r
e
m
o
n
i
e
s
　
（
p
a
r
t
　
I
　
’
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⑱

李
森
燦
「
延
壽
経
」
『
座
些
族
的
経
典
研
究
』
東
方
文
化
書
局
一
九
七
1
年
、
村
井
信
幸
「
ナ
シ
族
の
神
話
、
傳
承
に
現
れ
る
鶏
の
役
割
に
つ
い
て
」

『
東
洋
研
究
』
第
田
號
、
一
九
九
八
年
。

J
．
F
．
R
o
c
k
著
村
井
信
幸
詳
「
ζ
9
s
o
　
（
N
a
－
k
l
i
i
）
族
の
文
獣
中
の
洪
水
説
話
」
五
十
頁

東
巴
文
化
研
究
所
編
課

「
退
迭
是
非
災
禍
・
盤
神
禅
祠
與
毒
鬼
灰
鬼
的
斗
孚
」
「
納
西
東
巴
古
籍
謹
注
全
集
』
第
三
十
六
㊨
一
九
九
九
年
。

東
巴
文
化
研
究
所
編
謹
『
納
西
東
巴
古
籍
謡
注
全
集
』
第
四
巻
、
」
°
恒
戸
。
良
著
村
井
信
幸
謹
「
ζ
o
－
8
（
Z
①
－
蚕
｛
）
族
の
文
献
中
の
洪
水
説
話
」
五
六
ー

五
七
頁
。

白
庚
勝
『
東
巴
紳
話
研
究
』
九
l
I
九
二
頁
。

東
巴
文
化
研
究
所
編
諜
「
超
度
放
牧
粍
牛
、
馬
和
綿
羊
的
、
美
利
童
主
、
崇
忍
利
恩
和
高
勒
趣
え
傳
略
」
「
納
西
東
巴
古
籍
謹
注
全
集
』
第
六
十
七
巻
、

一
九
九
九
年
。

東
巴
文
化
文
化
研
究
所
編
課
「
祭
署
・
署
的
來
歴
」
『
納
西
東
巴
古
籍
詳
注
全
集
』
第
五
巷
一
九
九
九
年
、
「
祭
署
・
祭
署
的
六
介
故
事
」
「
祭
署
・
崇

忍
利
恩
的
故
事
」
『
納
西
東
巴
詳
注
全
集
』
第
七
巻
一
九
九
九
年
。


